
景観重要建造物 第２号 

最上白川砂防堰堤 
 

 

 

 

  

所  在  地      最上郡最上町大字法田字堰ノ上 
河  川  名      最上川水系最上小国川支川最上白川 
砂防指定地の指定   昭和２７年８月１８日 建設省告示第１１４６号 
施  工  年      着工：昭和２７年、竣工：昭和３２年 
    （補強・改築 着工：平成 ３年、竣工：平成 ９年） 
流 域 面 積      ４２．６ｋｍ2 
計画高水流量     ８４５ｍ3/sec 
ダ ム 形 状           高さ１２.０ｍ、長さ２７６.９ｍ、立積１６,３５３ｍ3 
貯 砂 量      １,０３８,７００ｍ3 

下流から堰堤を望む 

右岸下流から堰堤を望む 

右岸展望台から堰堤を望む 竣工記念碑 山形県知事 安孫子藤吉 書 

も が み   しらかわ   さ ぼ う   えんてい 



(1) 景観重要建造物の形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 景観重要建造物へのアクセス 
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(3) 参考資料 
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   水害状況写真（昭和初期） 
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生活詩集「石ころ」の意義と堰堤
• 自分自身を省みて、自分の考えを明確にする生活記録

• ものごとを深く考え、生き方を考える記録

• 自分たちは、石ころのように転がっている悲しい宿命の記録

• この地は、人生の出発点、必死に生き、社会に灯をともしたい・・
その原点。必死に叫ぶ姿の記録。

• 石ころが堰堤の「形」へ。郷土への愛情、希望と力へとつながる。

• 「砂防堰堤」は、まさしく、血と汗と希望への結晶。血と汗と希望への結晶。
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・青年隊の功績
• 下流域の人々の生命、財産が守られ、荒廃していた土

地の有効活用が進み、生活の安全と安定を確保。

• 青年隊が、このような防災機能などの郷土開発に尽く
した功績は極めて大きい。

• その後、県内各地（乱川、野川、立谷川など）に広がり、
山形県の産業発展につながっていく。

・全国一の成績（全国１７）

・・・大臣表彰 ２回受賞
工事能力の高さ＋全国一の学力成績＋模範

的生活＋詩集「石ころ」の周囲への良い影響
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